
エイジフレンドリーな職場づくりのポイント

融雪剤・凍結防止剤

すのこ設置（凍結予防）

設置例

□経営トップが「高年齢労働者の災害防止対策に取り組む方針」を表明

対策の担当者や労働者の意見を聞く機会（安全衛生の管理体制や委員会）を整備

□危険源の特定（リスクアセスメントの実施）

身体機能の低下による労働災害リスクの洗い出しと具体的対策
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50歳以上の被災が増加傾向、半数を超える

ポイント① 『トップの方針表明』と推進するための『体制整備』

□身体機能の低下を補う設備、装置（ハード面）や作業内容等（ソフト面）の改善

ポイント② 『職場環境の改善』
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年齢別休業見込み期間の長さ（R5）
1週間未満 1週間以上 2週間以上 1か月以上 2か月以上

休業も長期化（重症化）しやすい傾向

「高年齢者の心身の特徴」を
理解し、受け入れる体制

（R1～R5発生）

職場で働く高年齢労働者の と
～高年齢労働者の安全と健康確保のためのガイドライン～
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年齢別発生推移 60代以上
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10年後 10年後

50歳以上の発生件数が右肩上がり、20年で約2倍

60歳以上の発生割合が20年前から12％増加

年齢別発生割合（10.20年前との比較）

新宿署管内（新宿、中野、杉並区）の年齢別の労働災害の発生状況

新宿労働基準監督署
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段差 濡れている箇所

＜高年齢労働者に対する教育＞

□時間をかけ、丁寧に指導（特に初めての作業等）、文字や言葉以外に写真や図や映像を用いる

□身体機能の状態が労働災害リスクにつながること

□自己管理の向上（健康状態の把握、生活習慣の改善、体力の向上・維持）

＜管理監督者（教育を行う者）への教育＞

□高年齢労働者の特徴や災害の傾向と対策

ポイント④ 『安全衛生教育』

□勤務形態
短時間勤務、隔日・交代勤務

休憩時間の確保

作業時間、作業の負担等考慮

適正な業務の提供・・・etc

ポイント③ 『体力や健康状況』の把握と対応

□健康づくり活動

心身両面にわたる健康保持増進

健康経営、コラボヘルスの観点から

健康づくり

体力・健康状態に応じた対応

詳しい内容は

体力チェックを

導入しましょう！
体力チェックの一例 詳しい内容は→

例えば・・・

ロコモティブシンドローム予防を意識した健康づくり

身体機能の維持向上の支援

運動する時間・場所の提供、機器の配置

新宿労働基準監督署 R6.4作成

第14次労働災害防止計画（2年度）推進中

レーダーチャートに黒字で記載

レーダーチャート

に赤字で記載

□健康診断・体力チェックで把握

～トップが発信！みんなで宣言一人一人が「安全・安心」～

高年齢労働者の安全衛生対策の情報は【厚生労働省ホームページ】に掲載されています。

＜ガイドラインの解説＞ ＜エイジフレンドリー補助金＞＜資料・リーフレット・動画＞

＜その他＞

・エイジフレンドリー補助金

・高年齢労働者安全衛生対策実証等事業

・人生100年時代に向けた高年齢労働者の

安全と健康に関する有識者会議

補助要件、対象の中小企業

対象となる取組等詳細は
ｺﾁﾗｺﾁﾗ

転倒・腰痛予防、いきいき健康体操

改善事例 100の取組（チェックリスト）


